
令和４年度　江戸川区立小松川小学校　学校関係者評価　最終評価用報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・読書を通じた探究的な学習の実
施・充実

＊読書科年間指導計画や学校図書館全体計画に基
づいて他教科との横断的な学習を展開を行うなど読
書活動を推進していく。
＊昼読書の時間や読み聞かせの時間を活用して読
書活動の充実を図っていく。
＊ＳＳＳや図書館支援員の協力を得ながら、おすす
め本のコーナーの充実化を図り、読書への興味関心
を広げるようにする。

＊各学級年間35回以上、学校図書館を利用する。
＊年に1回読書バイキングを実施したり、地域図書館
の団体貸し出しを年間を通じて利用したりして、読書
への興味関心を高め、また読書の幅が広がるようにし
ていく。
＊ＳＳＳや図書館支援員を活用し、季節にあった飾り
や掲示物の交換を月1回行う。また、学期に1回以上
おすすめ本コーナーの入れ替えを行う。

A A

＊年間35時間以上の図書館利用をすべての学級で
実現できた。また全学級で月1回入れ替えの団体図
書の貸し出しを利用し、昼読書などで活用した。
＊学校図書館を使って教科横断的な学習を行うこと
ができた。
＊おすすめ本の紹介や掲示物の交換についてはＳＳ
Ｓや図書館支援員の協力を得て、月1回の入れ替え
を実現でき、子どもたちからも季節を感じることができ
るとして好評だった。

A

＊計画的に図書館を利用していることがわかりまし
た。

＊全学級が35時間以上利用したということで、担当の
先生による使用割り振りや調整など大変な努力が
あったことと思います。

＊年間貸し出し数や1日の平均貸出数なども紹介し
ていただけるとよい。

＊読書科年間計画に沿って指導を行い、また、他教
科との横断的な学習を意識して来年度も図書館を活
用していく。

＊団体図書の貸し出しを来年度も行うほか、読書の
時間の確保や学級図書の充実など読書環境の充実
を図っていく。

・子供たちの健全育成に向けた取組 ＊いじめ・不登校の未然防止に向けた魅力ある学校
づくりの取組を充実させる。
＊生活指導連絡協議会を活用し、積極的な情報収
集を行う。
＊ふれあい月間での取り組みやいじめアンケートを
実施する。
＊週1回の職員打ち合わせを行い、情報共有するこ
とによって同一方向での対応がとれるようにする。

＊児童の意識アンケートで学校が楽しいと答える児
童が90％以上になるようにする。
＊朝と夕方には必ず児童一人一人を鋭敏に観察し、
普段と違うちょっとした変化も見逃さない観察眼を全
ての教員が身に付くようにする。
＊年2回、いじめ調査アンケートを実施する。
＊いじめ・不登校対策委員会を月に1回以上開催す
る。

A A

＊児童の意識アンケートでは学校が楽しいと答えた
児童の割合が91％であった。
＊『いじめ見逃しゼロ』を合言葉に軽微なトラブルや
いじめの芽となりうることに対して対応することができ
た。
＊毎学期ごとにいじめ調査アンケートを実施すること
を通して、深刻な事態になることを防ぐことができた。
＊いじめ・不登校対策委員会を定期的に開催し、年
度末では特に不登校傾向にある児童についての対
応を考え、職員間で共有することができた。

A

＊「見逃しゼロ」の合言葉が明確でよいと思います。

＊学校が楽しいと答えた児童の割合が高く、安心で
きます。

＊いじめに対して早期に対応していることがよくわかり
ました。

＊来年度も『いじめ見逃しゼロ』を合言葉に子どもた
ち一人一人の様子をていねいに見取り、気がかりなこ
とがあった時は全職員が早急に対応していくようにす
る。

＊いじめアンケートの年間3回実施を確実に行う.ま
た、聞き取りについても時間を十分に取って、トラブ
ルの解消の手立てを考え、好ましい人間関係が築い
ていけるように支援していく。

＊学校内部だけでなく、関係機関と連携できている
のは、子ども一人一人をていねいに見取っているか
らだと思います。

＊引き続きお願いします。

＊任用手続きは大変かと思いますが、これからも多く
の人材を活用していただきたいと思います。

＊人探しなどで協力できることがありましたらお知らせ
ください。

＊タイムマネジメント能力の向上は今後も必要かと思
います。
＊遅い時間まで職員室の電気がついていることが多
いので、業務の一層の効率化に期待しています。

＊学習カードの活用など学習のめあてを明確にして
取り組んだ結果、自主的に運動に取り組んでいる様
子が見られるようになってきている。
＊全学級でアスリートによる体験授業ができた。
＊体力テストを経年比較した結果、8項目中6項目以
上スコアを伸ばした学年が3つあった。持久力につい
ては依然弱い傾向にあるが、昨年度との比較では＋
２．１ＰＴとスコアを伸ばすことができた。

A

A

A

B

＊生活面での支援が必要な家庭について3件ＳＳＷ
に対応いただき、定期的・継続的なケアを行ってい
る。
＊教育支援センターとも1２月から連携して学校経営
を行った。

＊教育実習生を介助員として任用するなど、人材確
保に努めた。ステップサポーターの知り合いの方にも
支援員として協力いただき、教室で配慮の必要な児
童やエンカレッジルームの児童への支援を厚くでき
た。

＊見通しをもった業務遂行ができており、数名を除い
て時間外勤務45時間以内を達成できている。
＊仕事以外のライフプランの創生などが必要と思わ
れる職員への働きかけが課題として残った。

A

A

B

A A

＊巡回指導記録を共有しており、担任と巡回指導教
員間で巡回指導の内容や成果について在籍学級で
生かしている。
＊巡回心理士にインクルーシブ教育の基礎的なこと
についての講演をいただき、各学級で生かした。
＊聴覚だけでなく、視覚的にも指示がわかるようにす
ることについては、全ての教員が実践している。
＊エンカレッジルームは教室環境にうまく馴染めない
児童の受け皿としての役割を担っており、完全な不登
校を防いでいる。
＊副籍交流については毎月1回程度の頻度で実施
でき、共生社会の実現に前向きに取り組む児童が増
えてきた。

B B

＊調査結果を示すタイミングが遅れがちであった。
＊第1回目の評議員会の時に児童の様子を直に見て
いただく機会を設けることができた。
＊ホームページを160回以上更新して、学校での学
習や生活の様子を伝えることができた。 B

＊外部への結果公表は遅れてもよい。内部で共有し
て改善につなげていくことの方が重要である。
＊今後も評価を充実させていっていただきたいと思
う。
＊学校での様子を一生懸命公開している様子が伝
わってきた。継続していくことを期待している。

A A

＊兄弟学年遊びやなかよし班活動を本校の特色の
一つとして位置づけ、これからも充実させられるように
努め、児童の自主性・主体性を育てる場としていく。
＊クラブ・委員会活動の運営が児童自身でできるよう
に助言や支援を行っていく。

＊校外学習の感想では、児童の満足度は９５％だっ
た。
＊実際に外部講師を招いた出前授業の他に、オンラ
インを活用した専門家との交流などの機会を積極的
に設けることでコロナ禍前以上の学習の機会が設定
できた。

A

＊コロナ禍の中であるにもかかわらず、大変よく取り
組まれていると思います。

＊講師料など苦労したのではないかと思います。

＊オンライン交流などよく工夫していると感じた。

＊オンラインを活用した専門家との交流という手法を
有効活用し、子どもたちに本物にふれる機会をこれ
からも充実させていく。
＊地域学習を通して、『ふるさと小松川』を意識させ、
地域の未来の担い手であるという自覚を今後も育て
ていく。

＊リーダーとフォロワーの役割を体験を通して学び、
そしてその楽しさを味わわせる取り組みは素晴らしい
と思います。
＊引き続き特色の一つとして充実させていってほしい
と思います。

A

各関係機関との連携の
強化と充実

ＳＳや介助員などの人的
配置と活用の充実

「学校における働き方改
革プラン」

・専門家チームやＳＳＷの活用によ
る家庭への支援の実施

・不登校傾向にある児童の支援や特
別な支援を必要としている児童への
支援者としての活用

・「学校における働き方改革プラン」
に基づく取組の実施

＊専門家チームの派遣要請を行い、専門的な見地
からの助言を教育活動に生かしていく。
＊支援の必要な児童をもつ保護者に対して、就学相
談を含め、相談機関への橋渡しを行っていく。

＊エンカレッジルールが個に応じた学習の場や教室
になじめない児童の居場所となるように運営するため
の人材として活用していく。

＊時間外勤務時間が減るように各職員が努力する。
＊職員定時一斉退勤日を設定し、ゆとりあるライフ
ワークバランスの一助とする。
＊見通しを立てた業務遂行により、効率化を図る。

＊来年度もＳＳＷや専門家チーム派遣をはじめとした
関係機関と連携をしっかりとって、子どもたち一人一
人をていねいに見取り、支援していく。。
＊警察などとも連携を取り、ＳＮＳの安全利用やネット
モラルなどについて、親も巻き込んでも啓発していく。

＊児童の実態をしっかり見極めたうえで、支援人材が
必要な場所を見つけ、配置していくことで子どもと教
員の困り感や負担が減るようにしていく。
＊人材探しについて、幅広く行えるような体制を作っ
ていきたい。

＊見通しをもった業務遂行を働きかけ、時間外勤務
を少なくしていくような職場環境を作っていく。
＊業務遂行にあたり、組織を生かして負担が一人に
集中しないように経営を行っていく。

＊児童の困り感を明確にするために専門家の方に助
言いただく機会を1回以上もち、教育活動に生かす。
＊生活面での支援が必要な家庭について、ＳＳＷを
効果的に活用し、2件以上の成果を出すように模索
する。

＊介助員を付けた方が望ましい児童について、介助
員が配置されるように人員の手配を行う。
＊登校することが難しい児童についても保護者と連
携をとり、1日でも多く登校できるようにしていく。

＊時間外勤務時間を月45時間以内にするように各
職員が気を付け、過重労働が見られた場合は面談を
行い解消を図っていく。
＊教職員一斉定時退勤日を毎月1回設定する。

A

A

A A

＊兄弟学年遊びでは上学年が下学年のために一生
懸命企画立案している姿が見られた。成功体験も得
ることができ、児童の満足度が９０％に達した。
＊児童の自主性を尊重したクラブ・委員会運営がで
きた。

A

体験学習の充実 ・学校の外に出て地域の学習材によ
る学習や専門家から学べる機会の
充実

＊生活科見学、社会科見学、地域探検、日光移動
教室などの校外学習を実施する。
＊お掃除教室やジャイアンツアカデミーの招致、カ
ヌー教室などの専門家から直接学べる機会を設定す
る。

＊各行事のプログラムを考え、児童の満足度が90％
以上になるようにする。
＊各学年1回以上専門家から学べる機会を作る。
＊下学年では地域学習を積極的に行う。 A

異学年交流の充実 ・なかよし班活動による縦割り活動の
充実
・高学年の児童への、上級生として
の自覚の醸成

＊なかよし班による年7回の異学年交流を実施する。
＊兄弟学年による学年遊びを実施する。
＊クラブ活動、委員会活動の運営に取り組ませる。

＊縦割り活動の児童の満足度を85％以上にする。
＊年3回の兄弟学年遊びを実施する。
＊クラブ・委員会活動の運営について、3学期は全て
のクラブ・委員会で児童が運営している形にしていく。特色ある教育の

展開

特別支援教育の
推進

共生社会の実現に向け
た教育の推進

・ユニバーサルデザインの視点を取
り入れた個に応じた指導の充実
・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の充
実

＊校内委員会の活性化を図ることによる指導・支援
の充実を進める。
＊巡回指導教員と学級担任の情報共有の推進す
る。
＊インクルーシブ教育研修会を実施する。
＊ユニバーサルデザインの視点を取り入れ、どの子
にもわかりやすい配慮を施した授業づくりを進める。
＊エンカレッジルームを個に応じた学習の場として活
用する。
＊副籍交流を一つの機会として、交流及び共同学習
をすすめていく。

＊学級担任と巡回指導教員の情報共有の場を指導
後に欠かすことなく行えるようにし、在籍学級での支
援の仕方について充実化を図る。
＊インクルーシブ教育に関する研修を年1回以上設
ける。
＊ユニバーサルデザイン化された授業づくりについ
ての共通理解をすすめ、全校でだれにでもわかりや
すく配慮された授業が行われるようにする。
＊配慮が必要な児童の受け皿としてエンカレッジ
ルームを年間を通して活用していく。
＊コロナ禍で昨年は実施できなかった副籍交流を再
開できるようにし、自他ともに尊重できる児童を育成し
ていく。

子供たちの健全育成

学校と家庭、地
域、関係機関との
連携強化

学校関係者評価の充実 教育活動の改善・充実に向けた学
校関係者評価の実施・改善

＊学力調査の結果や体力状況調査の結果や、分析
結果を共有し、学校経営の方向性を協議する。
＊学校の様子を直に参観していただく機会や行事の
様子についての情報を評議員会で積極的に発信す
る。
＊ホームページや学校だよりを通して、学校の様子
を積極的に知らせていく。

＊中間評価や最終評価を確実に行う。
＊学力調査結果、体力調査結果、児童・保護者アン
ケートの結果など、学校経営についての評価に必要
な資料を確実に提示する。
＊学校での児童の様子を見る機会をとることで知っ
てもらうために、評議員会では授業参観を必ず取り入
れるようにする。

確かな学力の向上 ・７つの主な事業（取組）に対しての
学校の組織的な対応による取組の
実施・充実

＊学力向上推進プランの見直しと改訂を行う。
＊国語科の説明文の領域についての授業研究を進
める。
＊授業内での言語活動を重視していく。
＊事業委託業者と協力して、放課後補習教室を運営
し、算数科における基礎基本の確実な習得を図って
いく。
＊タブレットを活用した授業づくりを進める。
＊家庭学習の習慣化を図る。

＊国の学力調査の結果分析をもとに10月中までに令
和４年度版学力向上推進プランを作成する。
＊各学年1回ずつ授業提案を行い、わかる授業づくり
をめざしていく。
＊計算能力の確実な習得を図り、東京ベーシックドリ
ルの「数と計算」領域で得点率９０％以上をめざす。
＊eライブラリーなどを活用して学年×10分の家庭学
習が定着するように保護者会などで働きかけていく。

A

体力の向上 ・「運動意欲の向上」に向けた取組
の実施・充実

読書科の更なる充実

いきいきと学ぶ学
校づくり

＊学ぶ意欲を高める体育授業をめざし、授業の質の
向上を図っていく。
＊週1回設定された運動遊びの時間を有効に活用し
て、運動の楽しさを味わえるようにする。
＊専門家をゲストティーチャーとして招き、運動の基
本となる『走』についての力の向上を図る。
＊体力状況調査の結果を分析することでさらなる体
力の向上を図っていく。

＊東京都小学校体育研究部会の実践例を参考にし
ながら、児童が楽しく取り組む授業づくりを進める。
＊アスリートによる『走』に関する実技指導を全学級
で1回ずつ合計12回行い、運動の基本となる力の向
上を図る。
＊昨年度課題であった持久力についての向上を意
図的に取り組み、Ｔスコアで3ポイント程度高まるよう
にする。

学校教育目標

〇心豊かな　思いやりのある子
〇よく考え　進んでやりとおす子
〇健康な　明るい子

〇確かな学力を付けられる学校。情熱をもって教育活動を実践する学校。家庭・地域と協力し、心豊かな児童が育つ学校。故郷として誇
りがもてる学校。
〇自他ともに大切にする知・徳・体のバランスのとれた児童。
〇児童を深く理解し、わかる喜び、できる喜びを味わえる授業の創造ができ、安心して過ごせる空間を創造できる教師。

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞
「教科担任制」による取り組みが定着し、質の高い授業の提供や教員間での協働が円滑に行われるようになってきている。
＜課題＞
自己肯定感や自己有用感についてはもっと高められる。「できた」「わかった」「たのしい」と感じられる経験などの成功体験を積み重ねられるようにしていく必要がある。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた

改善策

＊来年度も学校での様子について、発信を充実させ
ていく。
＊学力調査結果や体力調査結果から本校の学力や
体力の特徴や傾向、それに対する対応策などをてい
ねいに示せるようにしていく。

＊全職員が理解を深めていくことが大切だと思ってい
ます。

＊共通理解のための地道な努力を今後も継続してい
ただきたいと思います。

＊エンカレッジルームを効果的に活用できているとこ
ろが素晴らしいです。

＊共生社会の実現に子どもたちが前向きになってい
るところが素晴らしい。

＊巡回指導教員やカウンセラーなどとの情報共有を
密に行い、在籍学級での指導に生かせるようにして
いく
＊来年度も指示の可視化をはじめ、授業や教育活動
のユニバーサルデザイン化を図っていき、支援が必
要な児童への配慮やわかりやすい授業づくりを推進
していく。
＊エンカレッジルームを困難を抱えている児童の支
援の場として今後も活用していく。
＊副籍交流を今後も定期的に継続して、共生社会の
実現に向けて子どもたちが前向きな思考をもてるよう
にしていく。

A

A

＊確かな学力向上プランを作成することができた。次
年度以降にも生かしていけるようにしていく。
＊国語科の説明文の領域で各学年から1回ずつの提
案授業を行い、研鑽の機会とすることができた。
＊「数と計算」領域での得点率について90点以上の
児童が８３％だった。上学年ほど取りこぼしやすくなる
傾向にあるので引き続き努力していく。
＊eライブラリーの活用が個別最適化された学習に結
びついており、習慣化しつつあるといえる。

A

＊領域を決めて提案授業を各学年で実施しているこ
とに感心しました。

＊eライブラリーが習慣化しているのは先生方の努力
の成果であると思います。

＊引き続きよろしくお願いいたします。

＊来年度は「誰一人取り残さない学力向上に向けた
アクションプラン」を作成することになる。今年度作成
した学力向上プランを参考に、教員の授業力向上・
基礎学力の保証・学習習慣の確立に向けての取り組
み内容や支援が必要な児童への手立ての充実を
図っていく。その中で、本年度成果を上げることにつ
ながった校内研究、放課後補習教室を行う外部団体
との連携の強化、iPadを活用した家庭学習について
もさらに充実させていく。

A

＊体力テストの結果のよさに驚いています。テスト前
の先生方によるていねいな指導の結果とも思います
が、他にも要因があればぜひ教えていただきたいと
思います。

＊先生方の頑張りがよく見えました。
＊引き続き子どもたちへの指導をよろしくお願いしま
す。

＊児童に見通しをもった学習が展開できるように、学
習カードの活用や明確なめあての設定ができるように
授業力を教師が高めていく努力をしていく。

＊体力調査の結果を分析し、弱点の克服とさらなる
体力の向上を図っていく。


